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例  言
1。 本報告書は,出光興産株式会社四国支店が施工するガソリンスタンド建設工事に伴う発掘調査報

告書で,高松市木太町に所在する神内城跡 (じんないじょうあと)の第 2次調査報告を収録した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次の通りである。
調 査 地 :高松市木太町 1339番地 3ほか

発掘調査 :平成 17年 9月 20日～平成 17年 9月 23日

整理作業 :平成 17年 10月 1日 ～平成 17年 10月 31日

3.発掘調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当し,その費用は出光興産株式会社四国支店が全
額負担した。

4.発掘調査は高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員川畑聰が担当し,末光甲正 (讃岐文
化遺産研究会)と大朝利和がこれを補佐した。整理作業は川畑・末光が担当した。

5,本報告書の執筆・編集は,川畑が行った。ただし,20頁 「神内越前守清定之墓」碑文の解読・

読み下しは未光が行った。また,第 15図の作成および遺物の写真撮影は,文化財専門員大鳴和則
が行った。

6。 発掘調査から整理作業,報告書執筆を行うにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々から御教

示・御協力を得た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)

香川県教育委員会,片桐孝浩,神内 敵,神内隆行,松本和彦
7.挿図として,高松市都市計画図 2千 5百分の 1「木太 2」 を一部改変して使用した。
8。 本報告の高度値は海抜高を表し,方位は第 1～ 3・ 15図が真北を,それ以外は磁北を示す。
9。 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。

SD:溝  SK:土 坑  SP:柱 穴
10,発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯

出光興産株式会社四国支店が計画するガソリンスタンド建設工事に関し,予定地内における埋蔵文
化財包蔵地の有無について照会があった。予定地全域が包蔵地に該当することから,高松市教育委員
会は出光興産株式会社四国支店と協議を行い,遺構の状況を確認するために,事前の試掘調査を実施
することで合意した。建設工事予定地の内,も っとも掘削深度が深いタンク部分を調査対象地とし,
平成 17年 9月 8日 に試掘調査を実施した。タンクの四辺に沿って設定したトレンチ調査の結果,中
世～近世にかけての遺構・遺物を確認することができた。高松市教育委員会は,平成 17年 9月 14日
に香川県教育委員会に対し試掘調査結果を送付するとともに,建設工事の施工者である出光興産株式
会社四国支店から提出された埋蔵文化財発掘の届出 (文化財保護法 98条)を進達した。15日 に香川
県教育委員会より,周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について,発掘調査実施の旨の回答が
高松市教育委員会にあり,出光興産株式会社四国支店に伝達した。
これを受け,高松市教育委員会は出光興産株式会社四国支店と試掘調査結果をもとに協議を行った
結果,建造物の基礎底面と遺構面の間に30 cm以上の保護層が確保できることから現状保存とし,タ
ンク部分の約 91∬について工事着手前に発掘調査を実施することで合意し,平成 17年 9月 15日 に
埋蔵文化財調査協定書を締結した。業務名は 「出光ガソリンスタンド建設に伴う埋蔵文化財調査管理

業務」とし,高松市教育委員会は発掘調査・整理作業の実務を行い,その費用負担および契約 。支払
事務については出光興産株式会社四国支店が行うこととした。

第 2節 調査 と整理作業の経過

発掘調査は平成 17年 9月 20日 から開始した。なお,今回の調査は平成 12年度の第 1次調査に次
いで第 2次調査にあたる。幸いにも好天に恵まれ, 9月 23日 に全体の調査が終了した。整理作業は

平成 17年 10月 1日 から実施し,10月 31日 に終了した。併行して,報告書執筆も行つた。

l    
｀

θ〓

木

太

南

小

学

校

第
１
次
調
査
地

/

/

/   ‖

市

定墓

第 1図 調査区位置図 (縮尺 1/2,500)

_L



第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が

南から五色台へと続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた東西 20km,南北 16kmの範囲
に及んでいる。また, この平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川をはじめ

本津川・春日川 。新川などによって形成された扇状地でもある。調査地は, この扇状地の末端より,

やや中央寄りに位置し,標高 2～ 3mを測る。
さて,現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀初頭の河川改修によって一本化さ
れたもので,古代以前においては香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側を回り込ん
で平野中央部を東北流する別の主流路があつた。この旧流路は,現在では水田及び市街地の地下に埋

没してしまったが,空中写真等から複数の旧河道が知られており,発掘調査によってもその痕跡が確

認されている。調査地に隣接して流れる宮川も,旧流路の名残であるが,調査地南東で条里地割に沿つ

て直角に折れ曲がっており,人工的な改変が加えられていることがうかがえる。

第 2節 歴史的環境

高松平野中央部における最古の遺跡は,縄文時代草創期の有舌尖頭器が表採された大池遺跡である。

しばらくの空白後,晩期の遺跡が発掘されており,木製農具が出土した林・坊城遺跡やさこ・長池遺跡,
木器加工場であった居石遺跡等をあげることができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡,汲仏遺跡で集落をめぐる環壕が発掘されるとともに,上
西原遺跡,さ こ。長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡で不定形小区画水田が見つかっている。中期になると,
さこ。長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡で住居跡,周溝墓等を伴う集落の一部が調査され
ているが,規模・密度とも総じて希薄である。
弥生時代後期になると遺跡は数・規模ともに爆発的に増加し,天満 。宮西遺跡,凹原遺跡のように

十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴う集落が出現する。こうした動きの中,木太中村遺跡のような

低地においても居住域が広がっている。

古墳時代では, これら弥生時代後期の遺跡が前期初頭に至るまで存続するが,その後に断絶が見ら
れる。後期末になると,木太中村遺跡で掘立柱建物跡などが見られるようになる。一方,古墳の分布
状況を概観すると,石清尾山古墳群をはじめ,主に丘陵上に古墳が築造されている。そうした中にあっ

て,平野部の低地に造られた白山神社古墳 (中期,竪穴式石室)は,特異な例である。他にも,大荒
神古墳をはじめ 10数基の塚がかつて存在したという。

古代では条里遺構が注目される。各遺跡で,条里界線にあたる遺構を検出しており,飛鳥時代から
現代に至るまで時代は様々であるが,条里地割施
行が段階的に進んだことが明らかになりつつある。

また, 日本最古の荘園田図として名高い「弘福寺

領讃岐国山田郡田図」の北地区比定地が大池周辺

に存在し,やや離れて木太本村Ⅱ遺跡において同
時期の井戸跡が検出されている。さらに,木太中
村遺跡では,古代末～中世初頭において,畿内地
方からもたらされた土器が出土しており,交易を
考える上で重要である。

中世では,城館跡が多数知られている。神内城
跡は,平成 12年度の第 1次調査では,15～ 16
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世紀の遺物を包含する幅 2.6mの溝が検出され,城の北限を示すものと考えられている。神内城跡の

東側には,土塁状の遺構が残る真鍋氏の向城跡が知られており,神内氏は十河氏方,真鍋氏は香西方
の武将で,約 300mし か離れていないところに城を築いていることが特徴的である。さらに,西へ目
を転じれば,松縄城跡も存在している。また,キモンドー遺跡においては,佐藤氏の佐藤城跡の堀を
検出している。

近世では,東山崎水田遺跡,川南 。東遺跡,川南・西遺跡において,春 日川の氾濫による決水砂層
上に営まれた集落跡が検出されている。
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1木太中村遺跡
6白 山神社古墳

2川南 。東遺跡
7神内城跡

4向城跡
9大荒神古墳
14キモンドー遺跡
17林下所遺跡
22さ こ。長池Ⅱ遺跡
27東山崎水田遺跡

(縮尺 1/25,000)

5木太本村遺跡
10松縄城跡

18蛙股遺跡
23さ こ・長池遺跡
28凹原遺跡

11天満・宮西遺跡   12境 目・下西原遺跡
15弘福寺領田図比定地北地区
19居石遺跡 20井手東Ⅱ遺跡
24さ こ・松ノ木遺跡  25林 坊城遺跡
29宗高坊城遺跡    30上 西原遺跡

3川南・西遺跡
8木太本村Ⅱ遺跡
13松縄下所遺跡
16大池遺跡
21井手東 I遺跡
26六条上所遺跡
31汲仏遺跡

第 3図 周辺主要遺跡分布図
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

調査区は,ガソリンスタンド建設予定地の北西部分に位置し,東西約 13m,南北約 7mを測る長方
形で,調査面積は約 91∬になった。ただし,タ ンク埋設予定部分が,本調査時では試掘調査時より

南へ約 1.5mずれている。調査の方法は,最初に遺構面まで重機により掘り下げ,遺構検出にあたった。

その後,順次遺構の掘削を行った。測量は平板測量による 1/20図化を基本としたが,遺物の出土状
況図,土層図等は手書きによる 1/10図化または 1/20図化を行つた。

第 2節 調査地の概要 と基本層序

当該地の調査前の状況は,かつて水田であつたが,調査時には工事用花闇土が盛られていた。水田
時の標高は約 2,5mを測り,掘削で明らかになった遺構面の標高は約 2.lmを測る。

調査区土層図は,試掘調査時の北壁において作成したものである。堆積土層は,第 1層 として厚さ

約 45 cmの花南土があり,第 2層として厚さ約 10 cmの灰色シル ト質細砂があり,その下に遺構面であ
るにぶい黄色シル ト質極細砂が存在する。遺構面の下にも堆積層が確認でき,上から順に,暗褐色細砂 ,

灰色シル ト質極細砂,灰白色シル ト質極細砂,オ リーブ黒色シル ト質極細砂である。これらは,遺物
を含まないため時期は不明だが,第 15図 に示した旧河道より更に古い時期おそらく縄文時代以前の

旧河道による堆積層と考えられる。

検出した遺構は,溝 1条,土坑 11基,柱穴 70基である。出土遺物は,須恵器,土師質土器,陶磁

器などコンテナ 1箱分が出土した。

〕       lm

土層名
1 花南土
2 N6/灰色シルト質細砂
3 10Y5/1灰色シルト質極細砂 (柱穴埋土)
4 2.5Y6/3に ぶい黄色シルト質極細砂 (上面が遺構面)
5 7.5YR3/3暗褐色細砂
6 5Y4/1灰色シルト質極細砂
7 5Y8/1灰白色シルト質極細砂
8 5Y3/1オ リーブ黒色シルト質極細砂

第 4図 調査区土層図 (縮尺 1/40)
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「 第 3節 遺構 と遺物

(1)古代の遺構

SP01・ 17・ 24・ 32(第 6図 )
調査区北西で検出した柱穴で,SP01の西半分とSP24の北端は調査区外にあたる。SP01は直径約
55 cm,深 さ 26 cmを ,SP17は直径 38～ 40 cm,深さ 23 cmを ,SP24は直径 38～ 50 cm,深 さ 21 cmを ,

SP32は直径 40～ 41 cm,深 さ 24 cmを測る。断面はおおむね台形を呈するが,SP24は 2段になって
いる。また,SP17・ 24・ 32が組み合わさつて掘立柱建物跡を構成する可能性があるが,大半が調査

区外となってしまうため,断定はできない。
これら4つの柱穴を他の柱六と区別した理由は,埋土の違いにある。これら柱穴の埋土は 2層に分
かれ,上層が黒褐色シル ト質極細砂,下層が褐灰色シル ト質極細砂である。一方,他の柱穴の埋土が

褐灰色シル ト質紅細砂の単層である。一般的に,色調が濃い方が,土中の有機物の酸化が進んでいる
こと等から時代が古いと判断されており,SP01・ 17・ 24・ 32が他の柱穴より時代が遡る可能性が高い。

この場合,後述する SP04が中世前半に属することから,これら4つの柱穴は古代以前と考えられる。

出土遺物がないため詳細な時期特定は不可能だが,中世～近世の遺構に混入している遺物や機械掘削

時に遺構面から出土した遺物を観察すると,古代以前に遡る遺物としては 7世紀前半の須恵器や 9世

紀の黒色土器が見られることから, これらの柱穴は 7～ 9世紀に属する可能性が指摘できる。

V一 く0)一
――――LF2.2m

―〔る5・
-    1  -LF2.2rn
す
SP 24

L=乞2m 
三

sP 01                SP 17

1.10YR3/1 黒褐色シルト質極細砂
2.10YR6/1 褐灰色シルト質極細砂

第 6図  SP01

(2)中世前半の遺構

SP04(第 7図 )

17・ 24 ・ 32平面・断面図 (縮尺 1/40)

調査区北西で検出した柱六で,埋土上部か
ら土師質土器椀 2点が安置された状態で出土

した。いわゆる土器埋納の柱穴である。直径

34 cm,深さ 9 cmを測る。断面は台形を呈し,

埋土は褐灰色シル ト質極細砂の 1層 のみであ

る。この SP04と 組み合う柱穴は特定できな

かった。

出土した土師質土器椀 (第 7図 1・ 2)は ,

器高がやや低く,高台は断面三角形で, 日縁
端部を丸く仕上げている。色調は,にぶい黄
橙色または灰白色である。吉備系の土器で,

13世紀後半頃のものと考えられる。

他の柱穴の中にも中世前半にまで遡るもの

があると想定されるが,出土遺物からは当該
期に属することが確実な柱穴は不明である。

― t ― L=Z2m

1.10YR4/1 褐灰色シル ト質極細砂

0               50cm 0              10cm

第 7図  SP04平 面・断面図 (縮尺 1/20)
出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

J
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(3)中世～近世の遺構

SD01(第 8図 )
調査区中央を斜めに横断する形で検出した溝で,幅 0,9～ lm,検出長 7.lm,深さ 20 cmを測る。
全体的にやや湾曲しているが,方位はおおむね N-31° 一Eで ,溝底の標高は南側で 2.5m,北側で 1.9
mを測ることから,南西から北東に向かって緩やかに傾いている。調査区南端付近で西へ直角に分岐
する小清がある。断面形状は底がやや窪んだ浅いU字形を呈しており,埋土は 2層 に分層できた。上
層は褐灰色シル ト質極細砂,下層は褐色シル ト質極細砂であるが,下層は溝底に厚さ約 5 cmしか認め
られない。

遺物は上層から出土した。図化できた遺物は 10点である。第 8図 3は肥前系磁器碗で,全面に施釉
されているが, 日縁部内面に釉が剥げている箇所が見られる。 4は 3と同一個体と考えられるが,接
点がないため別に図化した。内外面とも施釉されているが,高台が無釉であることから,17世紀中
頃までのものと考えられる。 5は肥前系磁器の染付碗で,外面に草花文が認められる。17世紀後半
のものか。 6は陶器の唐津皿で,内面に砂目をもつ。内外面とも施釉されるが,底部は無釉である。
17世紀前半のものである。 7は陶器の唐津灰釉皿で,内外面とも施釉される。17世紀前半のもので
ある。 8は陶器の瀬戸美濃丸皿で,内面に直線および波状文が見られる。内外面とも施釉されるが,
底部は無釉である。詳細な時期は不明である。 9は備前焼悟鉢で, 日縁部とくに片日の破片である。
10は焙烙で,内面は刷毛調整である。17世紀後半のものか。11は茶釜の鍔部分と考えられる。12
は鉄の柄鎌で,木製の柄に差し込む部分の破片である。他に土師質土器片,須恵器片が出土している。
出土遺物を概観すると,17世紀全般にわたっていることから,SD01は 17世紀前半に掘削され,
後半には廃絶したものと考えられる。

SK01(第 10図 )
調査区中央南端で検出した円形の土坑で,南半分は調査区外にあたる。直径 1.14m,深 さ 26 cmを
測る。断面はやや丸みを帯びた台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂のと層のみである。図化で
きる遺物は出土していないが,磁器片,土師質土器片が出土している。出土遺物から時期特定は難し
いが,磁器片が出土していること,埋土が SK02・ 10・ 11と同じであること, これらとともに土坑
群を形成することから,SK01も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK02(第 9・ 10図 )
調査区中央南寄りで検出した円形の土坑で,SK03に 北端を壊されている。直径 ■4～ ■46m,深
さ 36 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化できる遺
物として,第 9図 13の陶器の唐津碗が出土している。内外面とも施釉されるが,底部は無釉である。
17世紀前葉のものと考えられる。他に土師質土器片,瓦器片が出土している。出土遺物が 17世紀前
葉であること,後述するようにSK02を含めた土坑群が SD01と 関連をもつことから,SK02は 17
世紀のものと考えられる。

SK03(第 10図 )
調査区中央付近で検出した円形の上坑で,SK02の北端を壊して掘削されている。直径 1。2～ 1.28m,

深さ 28 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化できる
遺物は出土していないが,土師質土器片,瓦質土器片,須恵器片が出土している。出土遺物から時期
特定は難しいが,埋土が SK02・ 10。 11と同じであること,これらとともに土坑群を形成することから,
SK03も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK04(第 9・ 10図 )
調査区南東端で検出した円形の土坑で,東端は調査区外にあたる。SP58に南端を壊されている。
直径 1.lm,深 さ 29 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。

-8-
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図化できる遺物として,第 9図 14の土師質土器釜または鍋の脚部が出土している。他に磁器片,土
師質土器片,須恵器片が出土している。出土遺物から時期特定は難しいが,磁器片が出土していること,

埋土が SK02・ 10・ 11と 同じであることから,SK04も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK05(第 9・ 10図 )
調査区中央北寄りで検出した不整な円形の土坑で,東に張り出している。SP69・ 70を壊して掘削
されている。南北 1.58m,東西 1,14m,深 さ 29 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル
ト質極細砂の 1層のみである。図化できる遺物は 2点である。第 9図 15は陶器の唐津碗で,内面は
施釉されるが,外面の底部は無釉である。17世紀前葉のものと考えられる。16は内黒の浅い黒色土
器杯で,色調がにぶい橙色を呈することから,9世紀のものと考えられる。他に陶器片,土師質土器片 ,
瓦器片,須恵器片が出土している。出土遺物が 17世紀前葉であること,埋土が SK02・ 10・ 11と同
じであることから,SK05も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK06(第 10図 )
調査区北西端で検出した楕円形の土坑で,北半分は調査区外にあたる。長径 83 cm以上,短径 97 cm,

深さ 25 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。出土遺物は
ないが,埋土が SK02・ 10・ 11と同じであることから,SK06も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK07(第 10図 )
調査区南西端で検出した不整な精円形の土坑で,西半分は調査区外にあたる。底は, 2段になって
いる。東西方向の長径 1。6m以上,短径 lm,深 さは浅い東側で 9 cm,深い西側で 22 cmを測る。断
面は東側で不整なU宇形,西側で台形を呈し,埋土は褐灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化
できる遺物は出土していないが,土師質土器片,瓦器片が出土している。時期については,他の土坑
と同じ 17世紀の可能性もあるが,埋土が他の土坑と違うこと,出土遺物に 17世紀のものが含まれな
いことから,中世に遡る可能性もある。

SK08(第 10図 )
調査区南西で検出した円形の土坑で,直径 90～ 98 cm,深 さ 28 cmを測る。断面は台形を呈し,埋
土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化できる遺物は出土していないが,土師質土器片 ,
須恵器杯片が出土している。出土遺物から時期特定は難しいが,埋土が SK02・ 10。 11と 同じであ
ることから,SK08も 同じ 17世紀のものと考えられる。
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SK 01

2.5Y6/1 黄灰色シル ト質極細砂
(5Y8/4 淡黄色シルト質極細砂をブロック状に含む)

―  L■2.2m

SK 02

2.5Y5/1 黄灰色シル ト質極細砂
(10Y8/1 灰白色シルト質極細砂をブロック状に含む)

――――LF2.2m

2.5Y5/1 黄灰色シル ト質極細砂
(2.5Y3/4 淡黄色シルト質極細砂をブロック状に含む)

――――LF2.2m

____ L戸 2.2m

2.5Y5/1 黄灰色シル ト質極細砂
(2.5Y8/1 灰白色ンルト質極細砂を含む)

__         _い 2.2m

SK 07
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―
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砂
ゆ
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恕謝親11灰が 樫齢 馨;名ック状に含む)                 L-22m
SK 10

2.5Y6/1 黄灰色シル ト質極細砂
(10Y8/1 灰由色シルト質極細砂をブロック状に含む)

SK01～ 11・ SP39平 面 ・ 断 面 図

0        1m

――――L■2.2m

SK 08

2.5Y6/1 黄灰色ンル ト質極細砂
(Feを含む)

____LF2.2m

SK 09

2.5Y5/1 黄灰色シル ト質極細砂
CFeを含む)

SK ll

2.5Y5/1 黄灰色シル ト質極細砂
lFeを含む)

(縮尺 1/40)第 10図
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SK09(第 9・ 10図 )
調査区南西端で検出した円形の上坑で,南半分以上が調査区外にあたる。SP30・ 31を壊して掘削
されている。直径 l.04m以上,深さ 29 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂
の 1層のみである。図化できる遺物として,第 9図 17の土師質土器椀が出土している。他に土師質
土器片,瓦器片が出土している。出土遺物から時期特定は難しいが,埋上が SK02・ 10・ 11と同じ
であることから,SK09も 同じ 17世紀のものと考えられる。

SK10(1第 9・ 10図 )
調査区北東で検出した円形の土坑で,直径 1.36～ 1.5m,深さ 36 cmを測る。断面は台形を呈し,
埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化できる遺物は 2点である。第 9図 18は陶器の

唐津碗で,内面は施釉されるが,外面の底部は無釉である。17世紀前葉のものと考えられる。19は
須恵器杯で, 7世紀前半のものである。他に陶器片,土師質土器片,須恵器片が出土している。出土
遺物が 17世紀前葉であること,SK10を含めた土坑群が SD01と 関連をもつことから,SK10は 17
世紀のものと考えられる。

SKl l(第 9・ 10図 )
調査区中央東寄りで検出した隅丸方形の上坑で,南西隅を SP39に壊されている。南北 1.22m,東
西■48m,深さ32 cmを測る。断面は浅いU字形を呈し,埋土は黄灰色シルト質極細砂の 1層のみである。
図化できる遺物は 5点である。第 9図 20は肥前系磁器の染付小杯で,外面に草花文が描かれている。
全面施釉されている。17世紀後葉のものと考えられる。21は中国産磁器の染付皿で,内外面施釉さ
れるが,底面は無釉である。渾少N窯系の製品で,17世紀前葉のものと考えられる。22は焙烙である。
23は土師質土器の灯明皿で,17世紀のものと考えられる。24は土師質土器釜または鍋の脚部である。
他に陶器片,土師質土器片,瓦質土器片,須恵器片が出土している。出土遺物が 17世紀後葉であるこ
と,SKllを含めた土坑群が SD01と関連をもつことから,SKllは 17世紀後葉のものと考えられる。

SP39(第 10図 )
調査区中央東寄りで検出した円形の遺構で,柱穴として遺構番号を付しているが,形態・大きさ
等からは土坑に分類可能である。SKHの 南西隅を壊して掘削されている。直径 66 clll～ 81 cm,深
さ 24 cmを測る。断面は台形を呈し,埋土は黄灰色シル ト質極細砂の 1層のみである。図化できる遺
物は出土していないが,磁器片,土師質土器片,須恵器杯片が出土している。出土遺物から時期特定
は難しいが,磁器片が出土していること,埋土が SK02・ 10・ 11と同じであること,17世紀後葉の
SKllを切っていることから,SP39は 17世紀以降のものと考えられる。

柱穴 (SP)(第 11図,第 1表)
調査区全体にわたって,計 70基の柱穴を検出した。すでにSP01・ 04・ 17・ 24・ 32・ 39につい
ては報告したので, これら以外について報告する。平面形はほとんどが円形で,断面は台形を呈する
ものが多い。規模については第 1表のとおりで,埋土は褐灰色シル ト質極細砂 (10YR1/4～ 1/5)の
1層のみである。現時点では,掘立柱建物跡を復元できない。

フ = =
25(SP08)

― ― 26(SP10)

0            10cm

28(SP13)

畳
=
29(SP55)

27(SP10)

31(SP26ヨヒ

第 11図 柱穴 (SP)出 土遺物実測図 (縮尺 1/4)
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図化できる遺物

が 7点 出土 してい

る。第 11図 25は

SP08出 土 の陶器
で,唐津皿である。
外面下半以外は施

釉されている。17

世紀でも後半のも

の か。 26イまSP10

出 土 で,土 師 質
土器皿の底部であ

る。27も SP10出

土で,土師質土器
の鉢である。近世

のものである。28

は SP13出 土 の陶

器で,唐津溝縁皿
である。全面施釉

されている。17世

紀中葉のものと考

え られ る。29は

SP55出土で,土師
質土器椀の底部で

あ る。 30は SP67

出土の陶器で,唐
津灰釉皿で ある。

全面施釉されてい

る。17世紀前葉の

ものと考えられる。

31は柱穴出土では

ないが, SP26】ヒ付

近か ら出土 した土

師質土器の鉢であ

る。近世のもので

ある。他に図化で

きなかったが,第
1表 のとお り土器

片が出土している。

SP08。 10・ 13・

26・ 67イま, 出」ゴ童

物から近世のもの

であるが,他 の柱
穴の時期は中世～

近世としか特定で

きない。 第 1表 柱穴一覧表
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杏
号

族量 (clll)
出 土 遺 物 備 考

渋 さ

1 1

土師管 土器椀

6 磁器 . ∽器 .十師暫土器
42

1 土 土 器

1 1 一管

l

m ttB山管 十器 .須恵器
17

サ ヌカイト

1

1 十 師 暫 十 器 単 や 十器

1 1

器 _十 日而管 十 器

1

1
ミκnc。 くpRl}r十洲∂、カス

1
ミpq∩ //tim n ミK∩ 9ι

「
L‐4テ、狛 糸

十 師 管 十

西 1暫 十 器 .須 顧 器

師管 十器 須点器

2

土師資 土器 ,須恵器 弓Kl1//切る

4 C

1

4 帥 暫 十 器 須 庶 器

2 4

2 1

3

2 十師暫 十器

1

l 十 界

米 栃

1

1 SK04を切る
1

l 土師管 土器 ,須恵器

百 黙

1

61 3 津灰釉皿 RK07に切 ら胸添
1 RD01に切 られる

l 3K051こ
ミKrl民とr1



遺構面等出土遺物 (第 12図 )

機械掘削時に遺構面等から,図化できる遺物が 5点出土している。第 12図 32は肥前系磁器の染付
碗で,全面施釉されている。高台は比較的高く,内外面に草花文が見られる。17世紀中葉のものか。
33は備前焼悟鉢で,内面に緒目が見られる。17世紀中葉のものと考えられる。34は須恵器の蓋と考
えられる破片である。35は須恵器壺または瓶の日縁部と考えられる破片である。36は須恵質の丸瓦で,
凹面に細かい布目が見られる。焼成不良で灰白色を呈する。
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〇
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第 12図 遺構面等出土遺物実測図 (縮尺 1/4)
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第 2表 出土遺物観察表
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第 4章 まとめ

第 1節 遺構の変遷について

今回の第 2次調査は,部分的に限られたものであったが,古代から近世に至る複数時期の遺構を確
認した。そこで,時期別に遺構の変遷を報告する。なお,当該調査地から北へ約 35m離れたところ
で実施された第 1次調査の成果も合わせて報告し,当該地域の歴史的変遷をより鮮明にしていきたい。

【古代】

古代に属する可能J性がある遺構としては,柱穴 SP01・ 17・ 24。 32があり, このうちSP17・ 24・

32が掘立柱建物跡を構成する可能性がある。出土遺物がないため詳細な時期は不明だが,中世～近

世の遺構に混入した遺物や機械掘削時に出土した遺物から, 7世紀前半頃と9世紀頃の 2時期が挙げ

られる。第 1次調査においても,SB l・ 2と呼称された 2棟の掘立柱建物跡が検出され,さ らに滑石

製紡錘車や須恵器杯が中世～近世の遺構に混入して出土している。さらに視野を広げると,木太中村

遺跡では 7世紀前半頃の集落と 10～ 11世紀の集落,木太本村Ⅱ遺跡では 8世紀の井戸跡が見つかつ

ていることから,調査地周辺では古代の集落が断続的に営まれていたと考えられる。

【中世前半】

土器を埋納した柱穴 SP04が 13世紀後半のものであり,特定はできないが他の柱穴の一部も中世

前半に該当すると考えられる。更に土坑 SK07が中世前半もしくは後半に属するものと考えられる。

第 1次調査では,当該期の遺構・遺物は希薄である。ただし,木太中村遺跡では,大型の掘立柱建物
をもつ 13～ 14世紀の集落跡が検出されており,中世前半においても調査地周辺では集落が営まれて

いたと考えられる。

【中世後半】

神内城が営まれた時期である。今回の調査地では,柱穴の一部が当該期に属する可能性はあるが,
遺物は少量である。一方,第 1次調査では,城館の北限を示すと考えられる溝 SD 7を初め,溝 SD-1

や多数の柱穴群とともに,遺物も一定量出土している。このことから,第 1次調査地は掘立柱建物を

中心とした居住域であり,今回の調査地は居住域の縁辺部にあたると考えられる。このことを想定さ

れる神内城の城域に反映させると,第 1次調査地は城内の北側にあたり,今回の調査地は城内の中央
付近に位置することから,城内の北側に居住域を配置していた可能性を指摘できる。

【近世】

神内城が廃城した後のものである。近世の遺構は,更に 17世紀と 18世紀の 2時期に分けること

が可能である。17世紀のものは,今回の調査地では溝 SD01や土坑群であり,第 1次調査でも土坑
群が 17世紀のものと考えられる。溝に沿つて土坑が連なる形で掘削されていることが特徴であるが,

その用途は特定できない。次いで 18世紀のものは,第 1次調査地で検出した南北方向の小溝のみで
あり, これ以後の遺構は確認することができない。

第 2節 神内城跡 と神内氏について

神内城跡については,江戸時代に書かれた『全讃史』(中山1820や『讃陽古城記』(片山184① に名前や所
在地が記載されるとともに,『讃岐国名勝図会』(梶原185動 の挿絵にも現推定地付近に「神内城跡」の名

が見え,古くから知られていた。現代に至り,研究者の日で所在地を推察したのは秋山忠氏である。
それは「城屋敷」の地名が残り,城主神内清定の墓が近くにあり,宮川が条里地割に沿って不自然に

直角に折れていることから,ち ょうど今回の調査地付近に神内城が存在したと推測された。さらに,
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宮川を城の南限 。東限として 150m四方の城域を推察されている (秋山1982カ そうした中,初めての発
掘調査が平成 12年度に実施され,検出された堀跡と考えられる溝や,1962年の航空写真を使った地
形分析から,宮川を城の南限 。東限とした 120m四方の城域に第 15図のように修正された (大嶋2001カ
さらに,今回の調査により城内の居住域の範囲が明らかになりつつあり,今後の調査事例の増加によ
り構造解明が更に進むものと考えられる。

一方,神内城の城主であった神内氏についても,先に紹介した歴史書で触れられている (19頁 )。
細部に違いがあるが要約すると,「天文天正年間 (1532～ 92年 )に ,神内右京進景之と清定の父子が
おり,木太に 700石と西植田に 300石を領していた。神内家は,三谷・神内・十河氏の 3人兄弟で,
神櫛王の末裔である。」となっている。

さらに,神内城跡より西へ約 200m離れた所 (第 1図 )に建っている神内清定の墓には,よ り詳し
く神内氏について記されている。墓石の四面に文字が刻まれており,今回,墓を管理されている子孫
の方の御好意により,その内容を 20頁に掲載した。要約すると,「名は清定,神内越前守と称し,神
櫛王の末裔である。神櫛王の末裔は讃岐に住み,後に植田・神内・三谷・十河の4氏となり,清定も
その一つである。清定の父は右京進景之といい,千石を領し,神内・木太の 2村に城を構え住んだが,
清定の時に木太に住み七百石を領した。天正 10年 (1582)に長曽我部元親が兵を率いて攻めて来た時
には,他の氏族とともに十河城に籠もって奮戦した。いよいよ落城の際には城外へ逃げ延びられたが,
領地を失ってしまった。本山村に移り住んだが,その跡地を今も地元の人は神内大屋敷という。後に
木太城跡に住んだが,慶長 4年 (1599)3月 23日 に亡くなったので,薬師堂の近くに葬られた。(略 )」
とあり,寛政 9年 (1797)の年号が見られる。
これらに補足を加えると,神内氏はもともと西植田を拠点としていた氏族で,西植田にも同名の神
内城跡 (別名,台山城跡 )と いう山城があり,その麓には鎌倉時代後期のものを含む五輪塔群や宝使
印塔で構成される墓地や 「城屋敷」といった地名が残されている。源平合戦にまで遡る人物の名が見

られ,古 くから西植田で活躍していたようである。しかしながら,天文天正年間に神内景之と清定が
木太に居を構えていたことから,西植田より木太に移り住んだことが伺える。これについては,当時,
高松平野に大きな勢力を有していた香西氏に属する宮脇氏の松縄城と真鍋氏の向城の間に,神内城が
割って入っていることから,高松平野南東部に勢力を有していた十河氏が香西氏への牽制として神内
氏を木太に住まわせたと推測されている (秋山198か。特に向城とは約 300mの距離しかなく,また城主
である真鍋祐主は勇猛果敢な武将として知られており,かなりの緊張関係があったと推察される。
しかしながら,木太の神内城や神内景之と清定については,西植田に残る『神内氏系国碁記』など
の文書には触れられていない。さらに,天正年間にいた西植田の武将として神内新之守重長の名を地
元では伝えている。一方,清定の墓碑にも,景之の時には西植田 。木太の 2村にいたが,清定の時に
木太のみに住んだと記されている。このことは,西植田の神内氏から景之・清定の一党が木太に拠点
を移したが,西植田においても神内氏はそのまま残っていたことを示している。しかしながら,神内
氏一族の結東は固いようで,長曽我部元親による十河城攻めには一緒に防戦したと考えられる。
西植田の神内家墓地石塔群の調査 (藤澤・サ|四 200め に引き続き,今回の「神内越前守清定之墓」の碑文によっ

て,中世の有力氏族であった神内氏の一端が明らかになった。今後も神内氏を含め激動の戦国時代を
生き抜いた氏族の資料が蓄積されるとともに,発掘調査を通して,よ り具体的な郷上高松の歴史が復
元可能になるのである。

参考文献

秋山忠 1982『古城跡を訪ねて』高松市の文化財・第 7編 高松市歴史民俗協会・高松市文化財保護協会発行
大嶋和則 2001『高松市内遺跡発掘調査概報一平成 12年度国庫補助事業一』高松市教育委員会
香川県教育委員会 2003『香川県中世城館跡詳細分布調査報告』
梶原藍渠 。藍水 1853『讃岐国名勝図会』
片山駒次郎 1846『讃陽古城記』 (『香川叢書』第二巻所収 1941)
中山城山国訳著 1828,青非常太郎校訂 1937『国訳全讃史』藤田書店
藤澤典彦・川畑聰 2005『神内家墓地石塔群』高松市教育委員会
山田弥三吉編 1940『木田郡誌』木田郡教育部会発行

-18-



本
太
村
神
内
氏

関
係
史
書
抜
粋

『全
讃
史
』

「神
内
城
　
西
殖
田
村
に
在
り
　
（竪

天
文
天
正
の
際
、

神
内
右
京
進
景
之
及
び
右
京
進
清
定
あ
り
き
。
食

禄
は
神
内
に
西
殖
田
の
血
二
百
石
、
木
太
村
に
七
百

石
、
惣
計
千
石
あ
り
き
。
」

「神
内
城
　
木
太
村
に
在
り
　
神
内
右
京
進
豊
之
宴
之

の
誤
り
か
）、
西
殖
田
よ
り
移
り
茶
り
、
居
を
比
に
ト

せ
り
。
其
の
子
清
定
之
に
居
り
き
。
昭
代
に
及
び
、

其
の
子
孫
五
右
衛
門
、
惣
十
郎
、
相
績
ぎ
て
其
の

墟
に
居
り
き
。
」

『讃
陽
古
城
記
』

「東
植
田
村
神
内
之
城
跡
　
神
内
左
京
之
進
、
木
太

ニ
テ
高
七
百
石
、
西
植
田
二
＞
高
三
百
石
凡
千

石
。
神
内
家
、
三
谷
氏

・
神
内
氏

・
十
河
氏
二
人

兄
弟
ナ
リ
。
神
櫛
王
末
葉
卜
云
。
細
川
清
氏
に
典

カ
ス
。
」

「木
太
村
城
屋
敷
　
神
内
右
京
進
居
。
露
）
⊆

名

神
内
城
。
〕
」

『讃
岐
国
名
勝
図
会
』

「神
内
城
跡
　
同
所
貧
植
田
せ

に
あ
り
。
神
内
右
京
進

景
之
そ
の
子
清
定
等
こ
こ
に
居
れ
り
。
植
田
の
氏

族
に
て
西
植
田
村
千
石
ば
か
り
の
領
主
な
り
」

「神
内
城
跡
　
同
所

宋
太
せ

に
あ
り
。
神
内
左
京
進

景
之
こ
れ
に
居
た
り
」

「神
内
清
定
の
墓
　
同
所
宋
太
せ
、
薬
師
堂
の
東
北

に
あ
り
」

刊
Ｖ
Ａ
に

騨
塾

勁

１
１
！
―
一　
　
　
Ｃ

W I
―__v

ll  ll
|

|

木

太

詳テ 
・Zθ

神斡剪
o29 校

十/
/

第 15図 神内城跡および周辺旧地形図 (縮尺 1/2,500)

-19-



『神
内
越
前
守
清
定
之
墓
』
碑
文

【原
文
】

《
正
面

（南
面
ラ

神
内
越
前
守
清
定
之
墓

《
向
つ
て
左
側
面

（西
面
し

君
諄
清
定
禰
神
内
越
前
守
其
先
神
櫛
王
之

裔
居
讃
州
鶯
植
田
神
内
三
谷
十
河
四
氏
居

君
其

一
焉
父
日
右
京
進
景
之
食
邑
千
石
今

城
邑
子
神
内
木
太
二
邑
居
之
至
君
時
居
木

《
背
面

（北
面
ラ

太
邑
食
邑
七
百
石
天
正
十
年
長
曽
我
部
元

親
率
兵
茶
攻
十
河
城
居
奥
諸
子
同
堅
守
不

降
後
兵
不
利
城
卒
所
於
城
中
逃
去
於
是
君

失
其
食
邑
移
居
本
山
邑
其
趾
今
尚
存
土
人

禰
之
口
神
内
大
屋
敷
後
再
居
木
太
城
趾
慶

長
四
年
己
亥
二
月
十
三
日
没
葬
子
同
邑
薬

《向
つ
て
右
側
面

（東
面
し

師
堂
側
法
名
真
澄
院
殿
癬
道
雲
大
居
士
子

孫
至
今
六
世
清
保
皆
其
次
也
云

寛
政
九
年
丁
巳
九
月
同
邑
庭
士
増
田
雅
忠
謹
撰

【読
み
下
し
文
】

《
向

つ
て
左
側
面

（西
面
》

き
み
い
み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
の

君

諄

ハ
清
定
ナ
リ
。
橋
ス
ニ
神
内
越
前
守
卜
・。
其
先

ハ
神
櫛
王
之

裔
ナ
リ
。
居

シ
テ

（居
リ
テ
）
二
讃
州

二
・、
鶯
ル
ニ
植
田
神
内
三
谷
十
河
ノ
四
氏
卜
一。

居
ス
ニ
君
ハ
其

一　
一Ｊ
焉
。
父
ハ
ロ
フ

（ヒ
）
二
右
京
進
景
之
卜
一、
食

邑

ハ
千
石
ナ
リ
今
。

城

邑

フ
子
ニ
オ
イ
テ
ニ
神
内
木
太
二
邑

一居
ス
レ
之

二
。
至
り
二
君
ノ
時

二
・居
ス
ニ
木

《
背
面

（北
面
》

む
ら

太
邑

二
・。
食
邑
七
百
石
。
天
正
十
年
長
曽
我
都
元

親
率
イ
テ
レ
兵
フ
末
攻
ス
。
十
河
城
二
居
シ
・・乱
（
シ
一ｒ
一諸
子
二
・、
同

二
堅
ク
守
リ
テ
不
ズ
レ

降
ラ
。
後
二
丘
（
不
ズ
レ
利
城
卒
ル
所
、
於
二
城
中
一逃
去
ス
。
於
テ
レ
是

二
君

失

ヒ
ニ
其
食
邑
フ
一、
移
＾
一居
フ
本
山
邑

二
・。
其
趾
今
尚
存
シ
土
人

橋

シ
テ
レ
之
フ
日
フ
ニ
神
内
大
屋
敷
卜
一。
後
二
再

ビ
居
ス
ニ
木
太
城
趾
二
・。
慶

長
四
年

「』
亥

（き
　
が
い
）
二
月

十

一二
日
没
。
葬
″
二子
二
二
同
邑
薬

《
向
つ
て
右
側
面

（東
面
し

そ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
で
ん
　
　
　
　
　
だ
い
こ

じ

師
堂
側

・。
法
名
真
澄
院
殿
繹
道
雲
大
居
士
。
子

孫

ハ
至
ル
ニ
今
ノ
六
世
清
保

二
・。
皆
其
次
也
卜
云
フ
。

寛
政
九
年

丁

巳

（て
い
し
）
九
月
同
邑
庭
士
、
増
田
雅
忠
謹
撰

-20-



遺構検出状況 (東から)

調査区全景 (東から)

調査区東半 (南から)

調査区西半 (南から)

調査区全景 (南西から)

基本土層堆積状況 (南から)

SP04上 器出土状況 (南から)



百 ―

!キ壌盛

SK02断 面 (南から) SK06断 面 (南から)

二 iち ′    
■         「

を ァf -1 
′

フ    れ    ＼
―   '(     

ト

SK03断 面 (北から)

壌違一一・一・一

SK07断 面 (東から)

SK04断面 (西から) SK08断 面 (北から)



SK09断 面 (北から)

士饉 琴電要と≧III

真鍋祐主墓 (南から)

土師質土器椀 (1)

土師質土器椀 (2)神内越前守清定之墓 (南から)

向城跡 (南から) 上師質土器灯明皿 (23)



十
一    耳

報 告 書 抄 録

ふ り が な じんないじょうあと
圭
口 名 神内城跡

副  書  名 ガツジンスタンド建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ名 高松市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第 89集

編 著 者 名 サII畑 聰

編 集 機 関 高松市教育委員会

所  在  地 〒760-8571 香)II県高松 F市番町一丁 目8番 15号   TEL087-839-2636
発 行 年 月 日 西暦 2005年 12月 28日
ふ りが な

所収遺跡名

しょざいち

所在地
コー ド

】ヒ糸革 東経 調査期間
査

積

調

面
調査原因

市町村 遺跡番号

じんないじょうあと

神内城跡

香)「 1県

高松市

木太町

37201

４

９

９

８

１

０

ぱ
″
ノ

2005。 9.20～23 91ポ
ン

ド

リ

ン

ッ

タ

設

ガ

ス
建

所収遺助名 不垂り]ll 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

神内城跡 城館 代

　

世

　

世

古

　

中

　

近

柱穴

柱穴,土坑

溝,土坑 ,
柱穴

須恵器,黒色土器

土師質土器

陶磁器,土師質土器,
金属器

要 約 神内城は,天文。天正年間に神内景之・清定父子が居城としたことで知られている。
平成 12年度に続いて 2回 目の調査を行つた。神内城に直接関わる遺構以外に,築城
以前にあたる古代および中世前半の遺構や,廃城直後の近世の遺構を検出した。これ
らにより,調査地周辺の土地利用の変遷を知ることができた。

沖内城跡
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